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1.はじめに
　大学生全般に言えることだと思うが、文法は嫌わ
れる傾向にある。1） このような学生たちにどのよ
うに現代日本語文法を学んでもらうかということ
は、なかなか難しい問題である。本学では、総合文
化学科日本語文化系に所属する学生たちは、日本語
文法の授業が必須であり、嫌いと言って、避けるこ
とはできない。だからと言って、興味が持てないま
ま、つまらないと感じながら授業を受けていても、
学生たちにとっても、教える側にとっても不幸にし
かならない。また専門以外の学生であっても、日本
語の文法を学ぶことは、母語の理解を通して、外国
語学習にも役立ち、また自分自身を知ることにもつ
ながるので、是非とも学んで欲しいと考えている。
　そこで、本稿は、受験などで慣れ親しんでいる英
文和訳で学生たちがミスをしがちな構文を取り上
げ、その訳が間違っている理由を日本語の文法から
説明する。2）そして、最終的には、それらの説明
を高校までに習ってきた学校文法の内容とリンクさ
せ、学校文法も復習できるように工夫する方法を提
案したい。
　まず、その試みに入る前に、どのような学生を対
象とするかの条件を考えることとしたい。
2.学生たちの前提条件
　ここでは、本学に入学したばかりの学生たちが、
どのような状況にあるのかを考えてみたいと思う。
以下のような特徴にまとめられるだろう。
⃝「文法」というものに対して全般的に苦手意
識を持っている（もしくは嫌いである）
⃝高校までに習ってきた学校文法（国語）の知
識は、その用語に聞き覚えはあるが、内容が
定かでない。
⃝日本語についての文法用語は、学校文法の用
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語以外は知らない。
⃝英語は、読めはするが、正確ではない。
⃝英文法の用語は、不完全であるが、一応覚え
ている。
⃝英文法の用語の方が国語の学校文法の用語よ
り記憶している。
　以上のような学生が多いのではないだろうか。そ
して、本稿で対象となる学生とは、上にあげた条件
に合うような学生である。
　そして、現代日本語文法の分野で用いられている
概念は、学生たちの視点に立てば、英文法の用語に
近いものと考えられる。そこで、英語の初歩的な構
文から成り立っている英文を和訳してもらい、その
和訳で何故、間違ってしまうのかということを日本
語の文法を説明することによって、現代日本語文法
の初歩的な概念を教えることを考えている。つまり、
ここでミソとなるのが、英語の理解が不十分である
ということである。しかし、大学で学ぼうとする学
生たちなので、英語がまるで読めないというわけで
はない。そこで、彼ら/彼女らが読める程度の英文
を提示し、よく現れるミスを引き出して、なぜその
和訳ではいけないかということを考えさせ、日本語
に対する意識を持ってもらうということを狙いとし
ている。それゆえ、英文については、学生たちにとっ
て、できると思えるような簡単なものでなければな
らない。
3.具体案
3.1 提示する英文
　先にも述べたが、提示する英文は、難しくてはい
けない。中学校で習った程度の文法と単語で構成さ
れている必要がある。そして、この程度の英文なら
ば、読めると思ってもらえる文にしておくべきであ
る。ここでは、以下のような例文を考えた。
（1）When Dad comes home, he has dinner.
　（1）のような英文を与えると、（2）のような訳
をする学生が多くいると思われる。3）
（2）お父さんは、家に帰ってくるとき、彼は
夕食を食べます。
　ここで対象とする文法は、以下の５点である：
①日本語の「代名詞」の問題
②副助詞「は」と格助詞「が」の違い
③従属節内の時制形式
④複文構造
⑤従属接続詞whenと日本語の「～とき」の
意味範疇の違い
　この５点を念頭に、学生に気づきを与える。
3.1.1「代名詞」について
　まず、（1）において「he」とは一体誰か、とい
う質問をすることで、この文に何人登場人物がいる
のかを意識させる。特に英語をあまり得意としてい
ない学生は、「he」を「彼」と安易に直訳す傾向が
ある。4）　それというのも、英語の「he」は代名詞
という名詞とは別の品詞に区分されており、日本語
の「彼」とは機能が違うということが認識されてい
ないところに起因している。
　（1）のような文の「he」を安易に「彼」と和訳すと、
「彼」が「お父さん」とは違う人を指示してしまう
ことを学んでもらう。
　またここで、「自分」やφ（ゼロ代名詞）という
語を導入して、「彼/彼女」と「自分」もしくはφの
使い分けも身につけてもらい、改めて英語の「he」
と日本語の「彼」の機能が違うということを意識で
きるようになり、訳し分けなければならいと理解で
きると思われる。
　例えば、（3）や（4）の例文を用いて、「her」
や「he」を「彼女」や「彼」と訳すと、「Yoko」や
「Mr. Lange」とは別の人物を指示することを確認さ
せ、「自分」もしくはφと訳した方が日本語として
自然な訳になることを観察させる。５）
（3）Yokoi put a book in heri bag.
（4）Mr. Langej said that hej could run fast.
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（3’）容子は一冊の本を｛彼女の/自分の/φ｝
バッグに入れた
（4’）ラング先生は、｛彼は/自分は/φ｝速く
走れると言った
　ここで、日本語の「彼」と英語の「he」では性
質が違うもので、英語にわざわざ代名詞という品詞
を立てているのに対して、国語の学校文法では、代
名詞という品詞を別立てしておらず、名詞の下位区
分としてのみ用いられている名称であることを理解
させる。
　もし可能ならば（学生の興味や理解度などを勘案
して）、生成文法の入門程度の内容を話してもいい
のかもしれない。ここでの目的は、文法理論への興
味を持ってもらい、学ぶモチベーションを上げるこ
とである。
3.1.2 副助詞「は」と格助詞「が」の違い
　学生は、英文の最初に現れる名詞を副助詞「は」
で受けて訳してしまうという傾向があるのではない
だろうか。このような誤りをなくすために英語教育
の中では、従属節の主語は「が」を用いて訳しなさ
いと教えていると思われる。
　このような原則を覚えている学生も覚えていない
学生も、この段階では、なぜ従属節内の主語は「が」
で訳さなければならないのかということについて理
解していない。そこで、以下のような例文（５）（6）
を、「誰がピアノの練習をするのか」という質問と
ともに考えさせる：
（５）お姉ちゃんは、帰ってきたら、ピアノの
練習だ
（6）お姉ちゃんが、帰ってきたら、ピアノの
練習だ
（寺村 1982：11）
　これらの例文は、日本語母語話者ならばすぐに理
解でき、 （５）と（6）の文の違いは「は」と「が」
だけであることに気づく。
（7）お姉ちゃん｛は/が｝、a帰ってきたら、ピ
アノのb練習だ
　格助詞の「が」で「お姉ちゃん」を受けると下線
部aと呼応するが、bには「お姉ちゃん」の勢力が
及ばず、下線部bの行為は、話し手もしくは「お姉
ちゃん」以外の誰かという読みになる。しかし、副
助詞の「は」で「お姉ちゃん」を受けると、「お姉ちゃ
ん」は下線部bの部分とも呼応でき、文末まで勢力
が及ぶことに、学生たちは気がつく。
　このような例から、（1）のように従属節と主節
の主語が同じ場合は、「は」を用いて、2回主語を
繰り返す必要がないことを理解することになる。
　つまり、以下の1ような段階にまで、学生は進ん
だことになる。
（8） お父さんは、家に帰ってくるとき、夕食
を食べる
　ここで日本語は、単に「主語を省略することがで
きる」という曖昧な説明だけではなく、「は」と「が」
という助詞のスコープによって主語（動詞の動作主）
が決まるということ、また（6）の例文から、主語
が明示的に現れない場合は、話し手がその主語であ
ることが日本語では多いということも含めて説明す
ると、日本語の特徴が見出せるのではないだろうか。
つまり、日本語の省略は、単なる省略でなく、文内
の結束性に寄与しており、必要とあらば省略するこ
とが重要であることも学んでもらう。
　また、「は」のピリオド越え6）などの特徴も合わ
せて説明できるだろう。
　学校文法との関係では、「重文」と「複文」の違
いの説明を導入することができるのではないだろう
か。加えて、「は」が副助詞で、「が」が格助詞7)と
いう区分であることも説明し、助詞の種類を理解さ
せることもできるだろう。そして、大学生になって
も、依然、主語とは何かという質問に対して、「は」
か「が」の付いている名詞と小学校で覚えたままに
答える者が多いことを考えると、ここでの両者の違
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いの説明は重要となってくる。また、「は」は文末
にまで作用することを理解した上で、係助詞の概念
も説明でき、古典文法で「は」と「も」も係助詞に
分類され、文末の終止形と呼応するという意味も理
解できる可能性があるだろう。
3.1.3 従属節内の時制形式
　しかし、この段階（8）では、まだ英語が指示す
る事態と日本語訳が指示する事態とは違っている。
そこで、次のような例文（9）（10）を「どこでカ
バンを買うのですか」という質問とともに示す：
（9） 花子は、アメリカに行くときに、カバン
を買う
（10）花子は、アメリカに行ったときに、カバ
ンを買う
　この（9）と（10）を比較することによって、ア
メリカに行く前と行った後の違いが、「行く」のル
形とタ形の違いだけで表されているということが理
解できる。このことによって、（8）の訳では、お
父さんがどこで（いつ）夕食を食べるのかというこ
とが意識され、本当にお父さんは、家に到着する前
に夕食を食べるのだろうかという疑問が生じる。
　ここで提示出来る問題が、英語の時制の一致とい
う文法項目と日本語のル形とタ形の対立の仕方であ
る。つまり、日本語のタ形は、過去というよりは完
了を表す形式であることを教えるのである。文法が
苦手な学生は、基本的に「過去」と「完了」の違い
が明確になっていない。この従属節内のタ形は、完
了という概念を理解するのに非常に明確で、うって
つけの例であると思われる。
　（9）と（10）の文末は、「買う」というル形で表
されており、まだカバンを買っていないことが見て
取れ、未来のことを語っていることがわかる。つま
り、過去ではないことが想定でき、「アメリカに行く」
という事象が完了しているか完了していないかとい
う基準でもって、ル形とタ形が使い分けられており、
その使い分けによって指示される事象が認識されて
いることに気づくだろう。
　そして、内容が、お父さんは家に帰ってきた後に
ご飯を食べるということが英語で示されているのな
らば、和訳は、以下のようにならなければならない
と理解される：
（11）お父さんは、家に帰ってきたときに、夕
食を食べる
　少し話はそれるが、英語では、なぜ（1）の例が（11）
の意味を表現するのかということについて、時制の
一致という概念があることも説明できるのである。
　学校文法の関係では、助動詞「た」は、古典の「たり」
を語源としており、「たり」は完了の助動詞である
ことを確認させ、連用形接続であることを見る。そ
して、完了という意味とともに「た」の接続が現代
日本語（五段活用）では、変則的であることへの気
づきを得させて、音便形の理解を導くようにする。
3.1.4 複文構造
　「複文」という概念は、すでに導入済みであるが、
ここで従属節と主節では、動詞の振る舞いが違うこ
とを明確にしておく。先ほどの「た」の機能の違い
などは、重要である。
　また、日本語の従属節は、接続詞によって作られ
るのでなく、形式名詞や接続助詞によって構成され
ていることを見てもらう。
　学校文法で「従属接続詞」という範疇を設けてい
ないのは、この「とき」のような形式名詞や「から」
のような接続助詞を利用して、複文を作り上げてい
ることを説明し、学校文法の品詞が英語文法とどの
ような関係にあるのかを明らかにする。
　ここで、他の従属節を作る形式でも、「た」はど
うなのかを確認してもらうのも面白い。
　例えば、同じ時の関係を表す「前」や「後」、理
由を表す「ので」「から」などル形とタ形でどのよ
うな違いがあらわれるのか考えるといいと思われ
る。そして、このようなことから英訳する際には、
どうなるのだろうと意識してもらえれば、英語学習
との連携にも繋がっていくと考えられる。
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3.1.5 従属接続詞whenと日本語の「～とき」の意
味範疇の違い
　（11）の訳では、まだ自然な日本語でないと感じ
てもらい、「とき」を使用するよりも「したら」の
方が日本語として、しっくりくることに気づいても
らい、ここで、英和辞典を引かせる。まず、このよ
うな中学生の時に教わった項目を学生は辞書で引こ
うとは思わない。そして、わかっているつもりのも
のを再度確認させることで、自分たちの認識不足を
自覚してもらうのである。また、辞書の項目を読む
ことの重要性も認識させる。
　例えば、中型辞書の『ウィズダム英和辞典（第3
版）』（三省堂, 2015年）の「when」の項の「従位
接続詞」の「1［時］1a［副詞節を導いて］」に
は、訳語として「…する［した］時に，した［だっ
た］ころ；…すると，したら（すぐに）」と載って
いることを確認させ、この訳語のうち最も適切な訳
となるものを考えさせることが重要だろう。
　そして、この辞書の例文にある「When the water 
boils, put in the peas.（湯が沸騰したら豆を入れて
ください）」が、（1）の例文で表現されている同じ
事態の順序になっていることを理解させ、英語の接
続詞whenと日本語の「～とき」の意味範疇とが違
うということに気づきを与える。このことによって、
辞書の訳語を単に日本語訳の羅列ではなく、意味の
範囲を表現しているということにも気づかせ、日本
語の語に対する「意味」にまで意識を広げるきっか
けになる可能性がある。8）
　そしてこのように一つひとつ日本語と英語の機能
の違いを考えながら、ここまで学習してくることに
よって、学生たちも英文和訳は、一語ごとに訳さな
くともいいことがわかり、その指示する事態に意識
を向け、より日本語として自然な言い回しを見つけ
るという作業ができるようになるのではないだろう
か。この作業は、日本語の文章を考える場合にその
状況にあった言い回しを見つける訓練にもなる。
4.まとめ
　本稿では、英語の“When Dad comes home, he 
has dinner.”という英文の誤訳をもとに、どうして
誤訳になるのかということを日本語文法で解説しな
がら、理解させ、現代日本語文法論の導入部分を学
ばせようという試みを行ってきた。
　とにかく、学生自身が、簡単でできないはずがな
いというものでも、いろいろと学ぶところがあり、
その奥深さや実用性に気づいてくれ、興味を持って
学習に臨んでくれるような方法を考えてみた。ここ
で行った文法の説明は、田地野（2012:157）で引用
されている「…学習文法においては、科学的文法の
厳密さが犠牲になっても『使いやすさ』（『わかりや
すさ』を踏まえてそれよりも一歩進んだ概念です）
が優先されるべき」9）とういう考え方にならって、
学生たちの興味に訴えかけるものとして提案したも
のである。そのために、正確さを少々犠牲にしてで
も、まずは面白いと思ってもらうことが先決である
と考えた。もし面白いと思ってもらえれば、学生た
ちは自分自身でその分野の勉強を始めるであろう
し、さらに正確な内容を知りたいと思うはずである。
　今回は、英文を1文しか示せなかったが、このよ
うに日本語文法に寄与できそうな英文をさらに考
え、できるだけ日本語文法で主に取り上げられる項
目を網羅するようにするつもりである。また、学校
文法で一体何を習ってきたのかという学生の疑問に
も答えられるような工夫をさらに考えるべきである
と感じている。
注）
1）加藤（2009）や百留（2011）を参照。
2）大津（2009：23）で、「アメリカなどでは、小
学校段階からlanguage artsなどの科目名で言語教
育が行われている。それに対して、日本ではその
ような機運はあまり高まることがなかった。皮肉
なことではあるが、従来は高等学校などにおける
英文解釈や英作文（和文英訳）をとおして、こと
ばの構造や機能について理解を深め、それが母語
の効果的運用に繋がっていたのである」という指
摘がなされている。つまり、英語が苦手であった
学生は、日本語に対する気づきがないままに大学
に入学している可能性がある。
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3）担当科目である「一般言語学」（2016年開講）
の授業で、実際にこの文（1）を57名の総合文化
学科の学生に訳してもらった。そこで一番多かっ
た解答（26名）は、「父が帰った時、彼は夕食を
食べていた」であった。時制などの文法的なとこ
ろよりも、自分が想像しやすい事態に解釈してい
るようである。
4）これに関しては、学生が、「正確に訳す」とい
うことを、英文に現れる単語を全て日本語に置き
換えなければならいとう誤った解釈が起因してい
る可能性がある。
５）例文内の下付きのi,jは、同一指標を表しており、
同じアルファベットが振られているものは、同一
対象を指示していることを表現している。
6）三上（1987：117）の用語。
7）「格助詞」という名称から「格」という概念を
教えてもいいが、格の概念は、他の文（例えば、
受け身や語順の違い）で教えた方がいいと考えら
れる。どの文法項目にどのような文を選ぶかにつ
いては、また違う機会に提案したい。
8）森山（2009：40f.）にあるように、語の意味
の広さについて把握することは、小学校6年生段
階でも、まだ困難があるようである。
9）これは、柳瀬洋介氏のブログの2011/4/4
の 記 事（http://yanaseyosuke.blogspot.
jp/2011/04/2011.html）から引用されているも
のである（2016/09/28最終確認）。本稿の提案では、
「わかりやすさ」さえ踏まえられているのかが問
題であるが、まず文法嫌いの学生たちに文法のお
もしろさを知ってもらうために考えた。
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